
 

　理　科　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　出題のねらいと内容・結果の考察　 

 

１　出題のねらいと内容 

 

　自然の事物・現象についての知識及び観察、

実験などに関する技能並びに科学的に探究す

る力を総合的にみることをねらいとした。 

　第一問では、混合物の分離、音の性質、刺

激に対する反応、火山活動と火成岩を素材と

し、自然の事物・現象に関する基本的な知識

及び技能並びに自然の事物・現象の規則性や

関係性を思考、判断する力をみようとした。 

　第二問では、力学台車をものさしに衝突さ

せて力学台車の速さとものさしの移動距離の

関係を調べる実験を通して、運動エネルギー

や物体どうしにはたらいている力に関する知

識及び得られた実験結果を分析して解釈し、

力学台車がものさしにした仕事について思考、

判断する力をみようとした。 

　第三問では、月の観察を通して、太陽と月

の位置関係による月の形の見え方に関する知

識及び地球から見たときの月の動き方並びに

皆既月食のときの地球と月の位置関係や月食

のしくみについて思考、判断、表現する力を

みようとした。 

　第四問では、植物の種子の呼吸に関する実

験を通して、葉緑体のはたらきや呼吸に関す

る知識及び呼吸によって出入りする酸素と二

酸化炭素の関係について思考、判断、表現す

る力をみようとした。 

　第五問では、マグネシウムと酸素が結びつ

いて酸化マグネシウムができるときの質量の

変化を調べる実験を通して、マグネシウムと

酸素の化学反応式及び反応する物質の質量の

間には一定の関係があること並びに得られた

実験結果を分析して解釈し、質量変化の規則

性について思考、判断する力をみようとした。 

２　結果の考察 

 

＜第一問＞４領域の基礎的・基本的事項について

の問題 

１(2)　 ガスバーナーの空気調節ねじについて

正しいものを選択する問題。正答率は78.5％

であった。実験器具の知識は概ね定着してい

るといえる。安全に実験を行うためにも、基

本操作や正しい器具の扱い方などを習熟させ

るように今後も指導したい。 

４(1)　 火山の噴火により噴き出されたものを

まとめて何というかを記述する問題。得点率

は55.6％であった。「マグマ」や「噴火物」

といった誤答が多くみられた。火山活動につ

いては、実際に観察するのは困難であるため、

　実験器具に関する基本的な知識は定着し

ているが、用語の理解と定着に課題 

火山噴出物の実物の活用や、モデル実験を行

って考察させたり、コンピュータシュミレー

ションを用いて視覚的に捉えさせたりするな

ど、イメージをもたせる指導が有効である。 

 

＜第二問＞物理領域についての問題 

３　実験結果を基に、ものさしの移動距離につ

いて正しいものを選択する問題。正答率は

45.8％であった。力学台車の速さを２倍に

したとき、ものさしの移動距離を単純に２

倍とした誤答が多くみられた。実験結果の

中から必要な情報を判断し、分析することに

課題があるといえる。 

　実験結果を分析し、規則性や量的な関係

を捉えることに課題 
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５　実験結果を基に、指定された質量、速さで

運動させた力学台車がものさしにした仕事を

求める問題。得点率は9.0％で、力学台車の

速さとものさしの移動距離をまとめた表から、

速度と質量に成り立つ規則性を捉えることが

できなかったと推察される。物体の高さや質

量、速さなどの条件を制御して、落下実験や

衝突実験を行い、その結果の分析から規則性

を捉えるように指導したい。 

 

＜第三問＞地学領域についての問題 

１(1)　 月と地球の位置関係から、月の南中時

刻を選択する問題。正答率は34.5％で、日の

出、日の入りと月の南中時刻との関係や、地

球と太陽の位置関係に伴う月の満ち欠けにつ

いて理解できていなかったと推察される。月

の観察記録や資料を用いて、月の見え方の特

徴を見いださせ、地球を俯瞰するような視点

から天体の位置関係を捉えることができるよ

うに指導したい。 

２(2)　 皆既月食のとき、地球から見て月の東

側から欠け始める理由を論述する問題。得点

率は24.3％で、太陽、地球、月が一直線上に

並ぶ現象は理解しているが、月の公転運動と

地球の自転が、月の欠け始めにどのように関

係するか表現できていない解答が多かった。

月の満ち欠けの観察等により、月が公転する

向きや形の変化、時間による変化を理解させ

たい。また、既習内容や生活経験を基に、根

拠のある仮説を設定し、表現する活動の充実

を図りたい。 

 

＜第四問＞生物領域についての問題 

　実験結果から読み取った情報を、科学的

な根拠を基に思考することに課題 

　観察結果を基に、時間的・空間的な関係

を科学的な視点で捉え、表現する力に課題 

 

 

 

１　顕微鏡による観察からわかる、発芽した種

子の説明として正しく述べているものを選択

する問題。正答率は89.9％であり、葉緑体の

はたらきについての理解度が高いといえる。 

３(2)　 実験結果を基に、装置内の酸素と二酸

化炭素の量的な関係として正しいものを選択

する問題。正答率は25.6％にとどまり、多

肢選択問題の中で最も低かった。フラスコ

内の条件とチューブのようすからわかる、

呼吸により出入りする気体の量的な関係を

理解できていなかったといえる。科学的な

根拠を基に、実験の条件を検討したり、得

られた結果の分析をしたりすることで、思

考力の育成を図りたい。 

 

＜第五問＞化学領域についての問題 

１　マグネシウムを加熱したときの反応を、化

学反応式で記述する問題。得点率は50.5％で、

c層の得点率は16.0％にとどまった。化学反

応式をMg のようにイオン式の形で解答した2+

誤答が多かった。化学変化を扱う際には、模

型を用いて、目に見えない原子や分子をイメ

ージさせ、化学変化の前後で原子の組み合わ

せが変わることを理解させたい。 

５　酸化マグネシムと水の反応によってできた

化合物Ｘの質量を求める問題。全問題の中で

も、得点率は1.1％と最も低く、無答率は30. 6

％と最も高かった。酸化マグネシウムと水

の反応について、習得した知識に基づいて

科学的に考察することや、比から量的な関

係を考察することに課題がみられた。探究

の過程において、数値による分析を充実さ

せたり、仮説の妥当性や新たな問題を見い

だす活動を取り入れたりすることで、思考

力や表現力の育成につなげたい。

　実験結果を基に、量的な関係を見いだし

思考・表現することに課題 
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正答率・無答率・得点率・その他

得点率
調査書総点別得点率

（a:135～111点 b:110～88点 c:87～48点 ）

(1) 語句記述
化学

(沸点)
90.5%

(2) 多肢選択
化学

(空気調節ねじ)
78.5%

(3) 多肢選択
化学

(蒸留)
88.4%

(1) 語句記述
物理

(ヘルツ)
95.3%

(2) 多肢選択
物理

(振幅)
45.3%

(3) 多肢選択
物理

(音の波形)
87.5%

(1) 語句記述
生物

(感覚器官)
81.0%

(2) 多肢選択
生物

(骨や筋肉)
72.3%

(3) 多肢選択
生物

(反応時間)
62.6%

(1) 語句記述
地学

(火山噴出物)
55.6%

(2) 多肢選択
地学

(火成岩)
64.2%

(3) 多肢選択
地学

(溶岩の特徴)
56.6%

多肢選択
物理

(エネルギー)
89.1%

多肢選択
物理

(はたらく力)
71.0%

多肢選択
物理

(仕事)
55.0%

計算
物理

(仕事)
47.1%

計算
物理

(仕事)
9.0%

(1) 多肢選択
地学

(南中時刻)
34.5%

(2) 多肢選択
地学

(天体望遠鏡)
43.7%

(3) 多肢選択
地学

(月の動き)
65.9%

(1) 多肢選択
地学

(月食の位置)
73.0%

(2) 論述
地学

(月の欠け方)
24.3%

多肢選択
生物

(葉緑体)
89.9%

多肢選択
生物

(酸素の量)
69.0%

(1) 論述
生物

(空気量の変化)
31.2%

(2) 多肢選択
生物

(呼吸)
25.6%

多肢選択
生物

(種子の養分)
47.6%

語句記述
化学

(化学反応式)
50.5%

多肢選択
化学

(質量変化)
89.6%

作図
化学

(グラフ)
62.2%

多肢選択
化学

(質量比)
75.4%

計算
化学

(化合物の質量)
1.1%

58.6%

理科

問題 正答率→ ←無答率

第

一

問

1

2

3

4

第

二

問

1

2

3

4

5

第

三

問

1

2

第

四

問

1

2

3

4

計

第

五

問

1

2

3

4

5

98.4%
95.9%

77.5%

a

b

c
89.5% 1.6%

92.1%
78.8%

65.8%

a

b

c
78.5% 0.0%

96.6%
89.5%

79.7%

a

b

c
88.4% 0.0%

99.8%
98.2%

88.2%

a

b

c
95.3% 0.9%

62.2%
44.0%

31.1%

a

b

c
45.3% 0.1%

96.9%
90.1%

76.0%

a

b

c
82.2% 0.0%

97.7%
88.0%

58.0%

a

b

c
79.2% 2.8%

83.4%
73.1%

61.2%

a

b

c
72.3% 0.0%

86.8%
60.9%

42.3%

a

b

c
62.6% 0.3%

84.2%
57.8%

27.1%

a

b

c
53.7% 1.5%

91.3%
64.0%

39.4%

a

b

c
64.2% 0.1%

74.6%
54.9%

41.7%

a

b

c
44.5% 0.1%

96.4%
90.1%

81.3%

a

b

c
89.1% 0.0%

90.4%
72.7%

51.3%

a

b

c
71.0% 0.1%

78.9%
50.7%

37.8%

a

b

c
45.8% 0.0%

78.5%
45.9%

19.4%

a

b

c
47.0% 7.9%

25.0%
3.3%

0.3%

a

b

c
8.9% 29.3%

57.1%
26.6%

22.3%

a

b

c
34.5% 0.1%

59.6%
40.2%

33.0%

a

b

c
43.7% 0.1%

74.1%
62.6%
61.9%

a

b

c
52.0% 0.1%

94.3%
75.8%

50.3%

a

b

c
73.0% 0.1%

43.7%
22.4%

8.6%

a

b

c
12.9% 13.0%

98.1%
92.9%

79.2%

a

b

c
89.9% 0.0%

83.0%
71.5%

53.3%

a

b

c
69.0% 0.1%

56.6%
27.5%

11.8%

a

b

c
23.1% 10.9%

40.4%
20.8%

17.0%

a

b

c
25.6% 0.3%

63.2%
45.9%

35.1%

a

b

c
47.6% 0.2%

86.6%
51.7%

16.0%

a

b

c
48.7% 2.7%

98.5%
92.4%

78.5%

a

b

c
85.2% 0.1%

89.2%
69.5%

29.7%

a

b

c
57.0% 5.6%

96.8%
77.3%

53.9%

a

b

c
75.4% 0.2%

3.1%
0.2%
0.2%

a

b

c
1.1% 30.6%

75.6%
58.6%

43.1%

a

b

c
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　英　語　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　出題のねらいと内容・結果の考察　 

 

１　出題のねらいと内容 

 

　英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働

きなどの知識及びこれらの知識を聞くこと、

読むこと、話すこと、書くことによるコミュ

ニケーションにおいて活用する技能並びに情

報や考えを理解したり、これらを活用して表

現したり伝え合ったりするために必要な思考

力、判断力、表現力等を総合的にみることを

ねらいとした。 

　第一問では、絵を見ながら英語を聞いて内

容を理解する力、会話の流れに沿って適切に

応答する力、会話を聞いて内容を理解し質問

に適切に応答する力及び短い英語を聞いて場

面を捉え質問に対して即興で適切に応答する

力をみようとした。 

　第二問では、短い会話を通して、基本的な

文法・語法に関する知識と語彙力及び基本的

な英文を構成する力をみようとした。 

　第三問では、催し物について英語で書かれ

たチラシを素材とし、必要な情報を読み取る

力をみるとともに、親切な行為の広がりにつ

いて中学生が話した英文を素材とし、英文の

概要を的確に捉える力をみようとした。 

　第四問では、高校生が人間の行動の特性に

ついて調べるために読んだ英文を素材とし、

必要な情報や概要、要点を的確に捉えながら、

書き手が伝えようとする内容を読み取る力を

みようとした。 

　第五問では、友人の誕生日に祝意を伝える

際、電話と電子メールのどちらがよいか意見

を募集する学校英語新聞の英文を素材とし、

自分の考えやその理由を相手に伝わるように

英語で適切に表現する力をみようとした。 

２　結果の考察 

 

＜第一問＞「聞くこと」に関する問題 

問題３  　３番   まとまった量の会話を聞いて話

し手の意向を正確に把握できるかをみる問題。

正答率は39.4％にとどまり、会話中の情報を

整理できていない誤答が多かった。聞き取っ

た情報を整理し、その内容を基本的な語句や

表現を用いて伝える活動などを通して、話し

手の意向を正確に捉える力を養いたい。 

問題４   助言を求める質問に対して即興で適切

に応答することができるかをみる問題。得点

率は44.4％にとどまった。助言をするときに

用いるYou can...などの表現を適切に使うこ

とができていないものが多かった。目的や場

面、状況などに応じて、即興で応答する活動

  発話を聞き、話し手の意向を正確に把握す

ること、適切に応答することに課題

を通して、既習の文法事項や表現を適切に使

用できるように指導したい。 

 

＜第二問＞コミュニケーションを支える文法・

語法に関する問題 

２(2)　 受け身に関する問題。正答率は18.3％

にとどまった。主語と動詞を的確に捉えるこ

とができていない誤答が多かった。主語とな

る名詞を前置詞句で後置修飾することが難し

かったと推察される。後置修飾を指導する際

は、日本語の語順とは異なっていることに留

意して指導する必要がある。基本的な文法事

項については、言語活動の中で繰り返し使用

することで、定着につなげたい。 

　文法事項を正しく用いて基本的な英文を構

成することに課題
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＜第三問＞「読むこと（日常的な話題）」に

関する問題 

１(2)　 資料から必要な情報を読み取ることが

できるかをみる問題。正答率は48.7％にとど

まった。b・c層では、チラシと同一の語句が

使用されている選択肢を選んだ誤答が多かっ

た。目的に応じて、必要な情報を素早く把握

するような活動を充実させることで、資料か

ら必要な情報を読み取る力を身に付けさせた

い。 

２(4)　 スピーチの流れを正確に捉えられるか

をみる問題。正答率は39.4％にとどまった。

どの層においても、スピーチの内容の序盤か

ら流れを捉えられていない誤答が多かった。

エッセイや物語などの文章全体を読んだ後に、

時系列に情報を整理したり、筆者が伝えたい

ことの大まかな内容を把握したりする活動を

充実させ、まとまりのある文章を時系列に沿

って整理する力を養いたい。 

２(5)　 スピーチの話し手が伝えたいことを正

しく読み取り、それを表現できるかをみる問

題。全体の得点率は19.7％にとどまった。話

し手が伝えたい内容を抽象化して理解できて

いないものが多かった。また、要点を英語で

表現することに課題がみられた。英文のキー

ワードを確認して、全体の内容を簡単な英語

でまとめる活動を取り入れるなどして、要点

を読み取る力を伸ばすとともに、その内容を

適切に表現する力も伸長させていきたい。 

 

＜第四問＞「読むこと（社会的な話題）」に 

  関する問題 

　資料から必要な情報を読み取ること、文

章の要点を捉え、表現することに課題

　文章の構成や論理の展開を踏まえて、内容

を的確に把握し、表現することに課題

 

 

 

２　本文中の空所に入るつなぎ言葉を選ぶ問題。

第四問の中で、a層とb・ｃ層の正答率の差が

最も大きかった。順接を表す接続詞soが正答

であるが、逆接を表すbutを選んだ誤答が最

も多かった。文章の構成や論理の展開を意識

しながら、内容を的確に読み取る力を育む指

導の充実を図りたい。 

４　英文の文脈に沿った疑問文を空所に入れる

ことができるかをみる問題。文脈に沿ってい

ないものが多く、空所の前後の内容を正確に

捉えることや、文脈に沿った疑問文を表現す

ることができなかったと推察される。英文の

内容を正確に把握する力や、文脈を踏まえて

適切に表現する力を養う言語活動を充実させ

たい。 

 

＜第五問＞「書くこと」に関する問題 

　　英文の内容を把握し、自分の考えとその理

由を３文以上の英語で適切に表現することが

できるかをみる問題。問いに対する自分の考

えを書くことはできるが、その理由を書くこ

とには課題がみられた。考えと理由が論理的

につながっていないものが散見された。ｃ層

では、動詞が欠落していたり、接続詞や関係

代名詞などを用いずに動詞を多用したりする

などの文構造上の誤りが多くみられた。a・

ｂ層では、前置詞の用法や動詞の語法が誤っ

ているものが多くみられた。読んだ内容につ

いて自分の考えやその理由を伝え合った上で、

その内容を整理して書くなど、領域を統合し

た言語活動を充実させたい。また、自分の考

えを英文で表現させる際は、他の生徒や教師

からのフィードバックを通して内容や表現の

適切さを吟味させ、論理的な構成や展開を意

識した英文を書く力の育成を図りたい。

　自分の考えが伝わるように英文を論理的

に書くことに課題
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正答率・無答率・得点率・その他

得点率
調査書総点別得点率

（a:135～111点 b:110～88点 c:87～48点 ）

１番 多肢選択 リスニング 内容把握 96.2%

２番 多肢選択 リスニング 内容把握 70.5%

１番 多肢選択 リスニング 内容把握 82.4%

２番 多肢選択 リスニング 内容把握 76.1%

１番 多肢選択 リスニング 内容把握 66.8%

２番 多肢選択 リスニング 内容把握 62.1%

３番 多肢選択 リスニング 内容把握 39.4%

英文記述 リスニング 応答文 44.4%

(1) 多肢選択 文法 80.5%

(2) 多肢選択 文法 79.2%

(3) 多肢選択 文法 39.7%

(1) 語順整序 文法 70.7%

(2) 語順整序 文法 18.3%

(1) 多肢選択 情報検索 69.3%

(2) 多肢選択 情報検索 48.7%

(1) 多肢選択 内容理解 74.6%

(2) 和文論述 内容理解 41.5%

(3) 英文記述 内容理解 21.1%

(4) 多肢選択 本文の 要旨 39.4%

(5) 語記述 本文の 要旨 19.7%

和文論述 内容理解 33.5%

多肢選択 内容理解 55.4%

多肢選択 内容理解 52.1%

英文記述 内容理解 23.1%

(1) 英文記述 内容理解 37.4%

(2) 英文記述 内容理解 28.3%

(1) 多肢選択 本文の 要旨 58.9%

(2) 多肢選択 本文の 要旨 49.9%

(3) 多肢選択 本文の 要旨 43.5%

英作文 英作文 40.6%

49.2%

英語

問題 正答率→ ←無答率

第

一

問

問題１

問題２

問題３

問題４

第

二

問

１

２

第

三

問

１

２

第五問

計

第

四

問

１

２

３

４

５

６

99.0%
97.5%

92.1%

a

b

c
96.2% 0.0%

95.5%
77.2%

40.3%

a

b

c
70.5% 0.0%

97.6%
85.8%

64.7%

a

b

c
82.4% 0.0%

96.5%
82.9%

50.0%

a

b

c
76.1% 0.0%

92.8%
70.1%

39.2%

a

b

c
66.8% 0.0%

87.5%
62.7%

38.1%

a

b

c
62.1% 0.0%

63.5%
35.0%

22.0%

a

b

c
39.4% 0.1%

77.6%
45.0%

13.4%

a

b

c
28.8% 14.2%

99.3%
90.1%

52.8%

a

b

c
80.5% 0.0%

98.3%
87.0%

53.4%

a

b

c
79.2% 0.0%

57.8%
37.2%

25.9%

a

b

c
39.7% 0.2%

97.2%
76.8%

39.8%

a

b

c
70.7% 0.1%

47.4%
9.4%
1.1%

a

b

c
18.3% 0.6%

91.0%
68.3%

50.4%

a

b

c
69.3% 0.1%

78.3%
44.2%

26.4%

a

b

c
48.7% 0.3%

97.3%
81.8%

46.0%

a

b

c
74.6% 0.5%

72.8%
43.0%

11.1%

a

b

c
24.4% 13.4%

39.6%
18.1%
7.3%

a

b

c
4.3% 24.0%

75.6%
36.6%

9.1%

a

b

c
39.4% 1.3%

41.4%
14.5%

5.4%

a

b

c
11.3% 32.2%

66.5%
31.1%

5.7%

a

b

c
21.9% 27.4%

89.0%
51.4%

28.8%

a

b

c
55.4% 0.1%

83.4%
48.8%

26.9%

a

b

c
52.1% 0.5%

50.2%
18.1%

3.7%

a

b

c
15.8% 35.4%

58.2%
39.1%

16.4%

a

b

c
19.6% 27.9%

53.1%
26.0%

8.2%

a

b

c
16.9% 39.0%

84.6%
58.5%

35.8%

a

b

c
58.9% 0.5%

78.0%
45.8%

28.5%

a

b

c
49.9% 0.7%

66.6%
38.2%

28.1%

a

b

c
43.5% 1.3%

64.8%
41.6%

17.2%

a

b

c
5.3% 9.3%

74.1%
48.8%

26.6%

a

b

c
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